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特
別
展
「
仮
面
絢
爛
」
釈
文
集

※
一
部
史
料
の
割
書
は
〈
〉
内
に
表
記
し
た
。
ま
た
す
べ
て
の
史
料
に
釈
文
を
付
し
て
は
い
な
い
。

２

星
谷
寺
梵
鐘
銘
拓
本
（
八
幡
義
生
氏
資
料
）

相
州

星
谷
寺

奉
鋳

鐘
一
口

嘉
禄
三
年

正
月
廿
一
日

丁
亥
歳
次

大
勧
進
金
剛
仏
子
秀
毫

大
檀
越
沙
弥

西
願

大
檀
那
源
朝
臣
信
綱

大
工
源
吉
国

勧
進
金
剛
弟
子

秀
範

３

東
漸
寺
梵
鐘
銘
拓
本
（
八
幡
義
生
氏
資
料
）

久
良
岐
古
拓
提
号
曰
東
漸
前

主
山
僧
宗
鑑
縁
契
檀
門
掃
蟻

窟
蜂
房
革
為
禅
刹
憧
々
雲
水

交
武
於
途
然
視
諸
方
叢
林
所

宜
有
者
闕
典
住
山
了
欽
独
病

無
洪
鐘
諭
晦
明
自
知
一
力
難

成
旁
募
衆
縁
得
弁
大
器
既
就

矣
無
銘
其
可
乎

銘
曰

大
器
円
成

遐
邇
甸
旬

覚
無
孤
客

息
苦
幽
生

声
不
到
耳

耳
奚
到
声

無
来
無
去

非
虧
非
盈

根
塵
消
殞

自
他
斉
平

円
通
三
昧

触
処
洞
明

鳥
回
兎
転

海
晏
河
清

板
図
伝
遠

帝
基
不
傾

時
永
仁
六
年

孟
春
望
日
住
山
比
丘
了
欽
謹
題

戊戌

大
工
大
和
権
守
物
部
国
光

広
綱
寄
進
状

20
河
匂
庄
平
間
之
内
敷
地
料
田
之
事
、
従
就
于
往
古
頭
陀
寺
領
之
由
、
為
広
綱
新
寄
進
所
令
寄
附
実

也
、
然
者
於
自
今
已
後
、
不
可
有
相
違
、
如
前
々
勤
行
等
無
怠
縵
可
有
勤
仕
者
也
、
仍
如
件
、

大
永
八

年

戊
子八

月
三
日

広
綱
（
花
押
）

頭
陀
寺
千
手
院

長
楽
坊
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今
川
義
元
判
物

21

定

一
、
任
先
例
修
造
勤
行
等
、
不
可
有
退
転
事
、

一
、
不
可
背
出
家
之
法
度
衆
儀
事
、

一
、
寺
領
坊
職
如
前
々
不
可
有
相
違
事
、

一
、
国

地
頭
不
入
可
為
如
前
々
事
、

幷

一
、
寺
中
門
前
棟
別
可
為
如
先
規
事
、

一
、
号
檀
那
不
可
綺
坊
職
事
、

一
、
雖
譲
与
坊
職
、
於
不
遂
出
家
者
、
可
為
寺
家
計
事
、

右
条
々
、
於
末
代
至
違
背
輩
者
、
堅
可
加
成
敗
者
也
、
仍
如
件
、

天
文
八
年

二
月
八
日

治
部
大
輔
（
花
押
）

（
今
川
義
元
）

己亥

頭
陀
寺

今
川
氏
真
判
物

22

遠
州
頭
陀
寺
領
之
事
、

一
、
従
前
々
之
本
尊
七
ヶ
名
之
内
増
分
七
貫
文
、
彼
地
之
百
姓
七
郎
兵
衛
尉
為
訴
人
申
出
之
条
、

為
始
真
瑜
、
其
外
僧
侶
任
其
儀
、
連
判
書
立
明
鏡
之
上
者
、
彼
増
分
寺
務
永
不
可
有
相
違
、

相
残
百
姓
等
、
若
於
及
異
儀
者
、
任
七
郎
兵
衛
一
人
、
本
増
共
可
有
寺
務
之
事
、

一
、
本
尊
領
幷
坊
領
等
相
拘
之
百
姓
等
、
年
貢
於
令
無
沙
汰
者
、
縦
雖
為
他
之
被
官
人
、
堅
申
付

可
有
寺
務
、
一
切
令
停
止
権
門
狼
藉
之
事
、

一
、
寺
領
・
坊
領
之
内
、
自
今
以
後
、
其
境
等
令
混
雑
、
他
領
掠
置
百
姓
等
於
有
之
者
、
聞
立
次

第
令
寺
務
、
至
彼
百
姓
者
、
寺
領
分
内
可
有
追
却
之
事
、

右
条
々
、
不
可
有
相
違
、
然
者
僧
衆
立
合
、
本
尊
・
堂
舎
無
怠
廃
様
可
申
付
、
若
於
及
異
儀
、

為
真
瑜
異
見
各
可
有
儀
定
、
猶
於
違
犯
之
輩
者
、
可
加
下
知
者
也
、
仍
如
件
、

永
禄
三
庚申

十
月
廿
四
日

氏
真
（
花
押
）

頭
陀
寺
幷

真
瑜
僧
都

今
川
氏
真
判
物

23
就
今
度
飯
尾
豊
前
守
赦
免
、
頭
陀
寺
城
破
却
故
、
先
至
他
之
地
可
有
居
住
之
旨
、
任
日
瑜
存
分
領

掌
了
、
然
者
寺
屋
敷
被
見
立
、
重
而
可
有
言
上
、
頭
陀
寺
之
儀
者
、
云
今
度
悉
焼
失
、
日
瑜
云
居

住
于
他
所
、
以
連
々
堂
社
寺
家
可
有
再
興
、
次
先
院
主
幷
衆
僧
中
、
以
如
何
様
忠
節
、
令
失
念
訴

訟
之
上
、
前
後
雖
成
判
形
、
既
豊
前
守
逆
心
之
刻
、
敵
地

衆
徒
等
悉
雖
令
退
散
、
日
瑜
一
身
同

江

宿
被
官
已
下
召
連
、
不
移
時
日
頭
陀
寺
城
被
相
移
以
忠
節
、
頭
陀
寺
一
円
補
任
之
上
者
、
一
切
不

可
許
容
、
兼
亦
彼
衆
徒
等
憑
飯
尾
、
頭
陀
寺
領
事
、
雖
企
競
望
、
是
又
不
可
許
容
者
也
、
仍
如
件
、

永
禄
七
年

十
月
二
日

上
総
介
（
花
押
）

（
今
川
氏
真
）

千
手
院

特別展「仮面絢爛」釈文集
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今
川
氏
真
判
物

24

遠
江
国
頭
陀
寺
之
事
、

一
、
十
二
坊
一
乱
之
刻
、
悉
回
禄
之
間
、
以
連
々
可
有
建
立
、

堂
舎
等
就
乱
入
及
大
破
之
条
、

幷

是
又
漸
々
可
有
修
理
事
、

一
、
先
年
寺
領
検
地
之
上
、
百
六
拾
余
貫
文

相
定
之

、
雖
然
若
向
後
於
有
余
分
者
、
永
可
令

爾

云
々

新
寄
進
、
次
飯
尾
逆
心
之
砌
、
先
衆
徒
等
敵
地

雖
令
退
散
、
日
瑜
事
者
頭
陀
寺
城

相
移

江

爾

之
間
、
為
其
忠
節
、
頭
陀
寺
領
幷
欠
落
之
跡
職
等
一
円
補
任
之
上
者
、
為
一
院
雖
被
相
計
、

前
々
為
十
二
坊
之
間
、
一
ヶ
坊

五
貫
文
宛
令
配
分
、
十
二
坊
可
有
再
興
之
由
、
尤
神
妙
也
、

仁

然
者
十
一
ヶ
坊
五
拾
五
貫
文
、
幷
本
堂
薬
師
其
外
諸
堂
修
理
領
五
拾
貫
文
、
千
手
院
領
五
拾

余
貫
文
、
都
合
百
六
拾
余
貫
文
相
定
之
事
、

一
、
先
衆
徒
等
幷
先
院
主
、
其
外
横
妨
之
輩
、
寄
事

左
右
雖
企
競
望
、
為
日
瑜
先
忠
之
条
、
不

於

準
自
余
一
切
不
可
許
容
、
兼
又
右
之
十
一
ヶ
坊
僧
侶
、
或
為
戒
行
不
律
歟
、
或
対
千
手
院
存

疎
略
、
於
構
無
沙
汰
者
、
令
改
易
自
余
之
僧
侶
、
可
被
申
付
事
、

右
条
々
領
掌
畢
、
守
此
旨
、
弥
国
家
安
全
之
可
被
抽
懇
祈
之
状
如
件
、

永
禄
拾

年
三
月
廿
二
日

丁卯

上
総
介
（
花
押
）

（
今
川
氏
真
）

千
手
院

米
山
寺
書
記
（
小
早
川
泰
雲
寄
進
往
生
講
式
装
束
目
録
写
）

（
隆
景
）

42

往
生
講
式
装
束

一
、
佛
面

八
枚

但
う
ん
け
ひ
の
さ
く

（
運
慶
）

（
作
）

一
、
飛
行

六
ツ

但
縫
は
く

一
、
は
た
き
ぬ
六
ツ

但
う
す
紅
梅
う
ら
せ
ん
し

一
、
天
童
の
は
た
き
ぬ
貳
ツ

但
縫
は
く
裏
同

内
壹
ツ
縫
は
く
施
主

御
内
様
并
は
く
ゑ
壹
ツ
御
局
施
入

一
、
裳

六
ツ

但
へ
に
し
ゝ
ら

一
、
袈
裟

六
ツ

惣
地
紋
し
や
ひ
れ
縫
は
く

一
、
旗

八
ツ

惣
地
唐
錦
足
し
や
へ
に

一
、
幡
竿

貳
本

付
龍
頭
貳
ツ

一
、
帶

六
筋

但
は
く
ゑ

一
、
天
童
之
腰
帶
貳
ツ

但
縫
は
く

御
内
様
施
入

一
、
帽
子

八
ツ

但
う
す
紅
梅

一
、
打
敷

壹
ツ

但
惣
金
金
襴
裏
せ
ん
し

中
之
鏡
之
金
襴
施
入
御
内
様

一
、
水
引

壹
ツ

茜
、
裏
右
同

一
、
鞨
鼓

壹
ツ

但
惣
金

付
撥
貳
ツ

一
、
光

六
ツ

一
、
か
つ
き

壹
ツ
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一
、
ぜ
こ

壹
ツ

付
ば
ち
壹
ツ

一
、
ゆ
か
け

八
ツ

一
、
襪
子

八
ツ

一
、
蓮
華

貳
ツ

一
、
荷

壹
ツ

一
、
柄
香
爐

壹
ツ

一
、
行
者

一
躰

隆
景
公
木
像
之
裏
ニ

文
禄
五
年
丙
申
二
月
十
五
日

右
之
前
、
改
古
悉
新
寄
進
、

小
早
川
中
納
言
隆
景
号
泰
雲
紹
閑

渡
申
所
如
件
、

包
久
次
郎
兵
衛

正
岡
休
意

河
井
惣
右
衛
門

東
盧
山
米
山
寺
由
来
書
（
一
部
抜
粋
）

43

東
廬
山
米
山
寺
由
来
書

夫
れ
當
山
ハ
仁
平
三

年

誓
願
禅
師
の
開
闢
に
し
て
、
一
乗
圓
頓
の
妙
法
を
傳
へ
中
道
實
相

癸
酉

の
宗
旨
を
開
闡
せ
ら
れ
し
霊
場
な
り
、
爾
し
よ
り
歴
世
相
續
す
る
こ
と
十
二
代
な
り
、
然
る
に
頃

は
文
治
三

年

土
肥
次
郎
實
平
公
西
國
の
探
題
と
し
て
當
國
に
下
向
し
て
、
沼
田
庄
髙
山
に

丁
未

居
住
し
給
ふ
、
建
保
の
始
實
平
入
道
し
給
ひ
て
、
當
山
に
就
ひ
て
一
乘
圓
頓
の
戒
法
を
稟
給
ふ
と

な
り
、
其
後
承
久
二

年
實
平
公
逝
去
し
給
て
、
遺
骸
を
當
山
に
送
葬
す
と
い
へ
り
、
又
嘉
禎

辛
未

元

年
小
早
川
美
作
守
茂
平
公
諸
伽
藍
を
建
立
し
、
先
侯
の
牌
を
安
置
し
て
仁
祠
と
な
す
、
同

乙
未

四

年
十
一
月
十
一
日
一
條
入
道
太
政
大
臣
家
政
所
の
下
文
を
頂
戴
し
同
年
改
元
の
歳
な
り
、

戊
戌

暦
仁
元

年
十
二
月
朔
日
關
東
の
御
教
書
を
拝
領
し
て
、
塩
入
荒
野
を
開
き
、
佛
餉
燈
油
修
理

戊
戌

料
田
と
な
し
て
不
断
念
佛
堂
を
建
立
し
、
来
迎
の
阿
弥
陀
佛
を
以
て
正
尊
と
な
し
、
三
代
将
軍
を

始
奉
り
代
々
将
軍
家
の
御
位
牌
を
奉
安
し
、
並
に
次
郞
實
平
・
弥
太
郎
遠
平
法
躰
の
自
彫
な
り
、

木
像
を
安
置
し
て
、
十
二
の
坊
舎
を
置
て
、
昼
夜
二
六
時
中
念
佛
の
聲
を
し
て
断
へ
ざ
ら
し
め
、

代
々
将
軍
家
の
現
世
安
穏
・
後
生
菩
處
を
祈
奉
ら
ん
と
な
り
、
殊
に
毎
歳
二
月
十
五
日
往
生
結
縁

の
練
供
養
を
修
せ
し
む
、
此
故
に
茂
平
を
以
て
當
山
中
興
の
開
基
と
称
す
、
小
早
川
譜
系
に
曰
く

嘉
禎
元

年
新
廬
山
巨
真
山
寺
を
艸
創
す
と
い
ふ
是
な
り
、
其
後
延
文
の
頃
、
小
早
川
安
藝
守

乙
未

宣
平
公
の
七
男
應
庵
和
尚
を
請
し
て
、
住
山
せ
し
め
宗
派
を
臨
濟
に
改
め
寺
を
巨
真
寺
と
称
せ
り
、

歴
世
相
續
す
る
こ
と
十
一
代
な
り
、
天
正
の
は
じ
め
小
早
川
左
衛
門
佐
隆
景
公
巨
真
の
假
名
字
を

改
め
、
真
名
字
と
な
し
て
米
山
寺
と
名
け
給
ふ
と
い
ふ
〈
巨
真
山
は
萬
葉
に
て
、
こ
ま
や
ま
と
い

ふ
〉
、
慶
長
二

年
小
早
川
隆
景
公
逝
去
の
時
し
も
當
寺
十
代
令
頗
禅
師
住
山
な
り
、
髙
山
の
元

丁
酉

祖
次
郞
實
平
よ
り
十
七
代
の
遺
骸
悉
く
當
山
に
歛
封
し
奉
る
、
小
早
川
家
断
絶
の
頃
、
當
寺
十
一

代
令
周
和
尚
ハ
洛
東
の
東
福
寺
の
輪
住
を
得
て
上
洛
あ
り
て
、
然
る
に
慶
長
五

年
、
福
島
左

庚
子

衛
門
太
夫
正
則
公
封
を
こ
の
國
に
受
け
給
ふ
て
、
小
早
川
家
歴
代
付
置
す
る
處
の
寺
領
悉
く
皆
没

収
し
尽
せ
り
、
當
寺
の
衰
廃
こ
ゝ
に
究
り
ぬ
、
令
周
禅
師
帰
山
し
て
此
地
に
留
る
こ
と
能
ハ
ず
、

直
に
泰
雲
の
記
な
る
も
の
一
軸
を
袖
に
し
て
、
周
防
の
國
吉
敷
縣
に
至
り
、
隆
景
公
の
室
慈
光
院

の
新
館
に
訪
ハ
れ
つ
る
に
、
こ
ゝ
に
新
巨
真
寺
な
る
も
の
を
建
立
し
て
住
せ
し
む
と
い
ふ
、
如
今

萩
城
に
移
し
て
隆
景
寺
と
称
す
る
も
の
是
な
り
〈
隆
景
寺
開
祖
ハ
即
ち
當
寺
十
一
代
令
周
和
尚
な

り
〉
、
然
し
て
當
寺
の
如
き
は
、
小
早
川
家
断
絶
の
後
、
慶
長
七

年
祝
融
氏
の
為
に
驅
ら
れ
て

壬
寅

殿
宇
一
時
に
焦
土
と
な
る
、
諸
堂
も
ま
た
日
々
に
傾
き
、
夜
々
に
廃
し
て
六
十
年
間
住
僧
だ
に
な
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し
、
見
る
人
誰
か
痛
腸
せ
ざ
ら
ん
や
、
其
後
元
禄
の
は
じ
め
慈
雲
禅
師
な
る
あ
り
、
錫
を
荒
蕪
の

餘
り
に
卓
し
千
辛
万
苦
し
て
労
を
辭
せ
ず
、
終
に
如
今
の
殿
宇
を
再
興
し
て
宗
派
を
曹
洞
に
改
む
、

宗
光
二
世
養
山
和
尚
を
請
し
て
傳
法
の
始
祖
と
な
す
、
逓
代
五
位
の
旌
旗
立
て
偏
正
の
宗
旨
を
挙

揚
し
歴
世
相
續
し
て
如
今
至
れ
り
、
然
に
延
享
四

年
當
寺
六
世
萬
貞
和
尚
諸
堂
の
傾
廃
見
る

戊
辰

に
忍
び
ず
、

本
府
に
愁
訴
し
奉
り
て
有
が
た
く
も
、

御
国
恩
を
頂
戴
し
て
諸
堂
を
修
理
し
鐘

樓
門
・
庫
院
・
観
音
堂
・
釈
迦
堂
を
再
建
し
諸
堂
甍
を
並
て
、
今
に
至
り
て
旧
観
を
存
す
る
も
の

は
偏
に

本
府
の
深
恩
な
り
、
恭
し
く

本
府
の
為
に
武
運
長
久
を
祈
祷
し
奉
り
て
當
山
の
常
規

と
な
す
も
の
聊
か
護
法
の

恩
徳
に
酬
ひ
ん
と
欲
す
る
を
以
て
な
り
、
旦
十
二
坊
の
如
き
は
已
往

の
天
台
宗
を
改
め
ず
不
断
の
念
佛
を
勤
修
と
い
へ
ど
も
小
早
川
家
断
絶
し
給
ひ
て
後
は
、
寺
領
没

収
せ
ら
れ
て
、
僧
坊
悉
く
俗
に
皈
し
不
断
の
念
佛
も
自
ら
退
轉
し
、
終
に
二
・
三
の
坊
舎
を
存
と

い
へ
ど
も
、
住
僧
す
ら
な
く
ひ
と
り
日
光
坊
の
ミ
あ
り
て
朔
望
こ
と
に
念
佛
し
て
今
に
至
る
、
旦

二
月
十
五
日
往
生
結
縁
の
練
供
養
を
執
行
す
る
の
み
あ
り
て
誠
に
少
し
く
古
形
の
存
す
る
な
り
、

諸
書
旧
記
多
し
と
い
え
ど
も
一
見
し
て
事
實
の
始
末
を
察
す
る
こ
と
難
し
、
聊
か
此
記
を
著
し
て

人
を
し
て
辨
見
し
や
す
か
ら
し
め
ん
と
云
尓
、

鬼
来
迎
問
答
踟
供
養
（
跋
文
あ
り
）
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鬼
来
迎
問
答
踟
供
養

夫
未
聞
仏
法
の
機
強
悪
に
し
て
化
し
難
く
立
方
便
に
あ
ら
ず
ん
ば
、
如
何
が
捨
邪
帰
正
な
ら
し
め

ん
、
爱
に
当
寺
代
々
の
傳
修
鬼
来
迎
問
答
踟
供
養
は
、
浄
家
日
域
第
三
代
の
祖
師
然
阿
上
人
、
諱

ハ
良
忠
勅
命
に
記
主
禅
師
、
の
開
修
た
り
、
抑
其
濫
觴
を
尋
ぬ
る
に
、
人
王
八
十
六
代
四
条
の
院

の
御
宇
延
応
元
年
巳
亥
春
上
人
諸
国
に
経
歴
ま
し
〳
〵
て
、
ひ
ろ
く
真
宗
を
談
じ
た
ま
ふ
に
、
貴

賤
林
の
ご
と
く
群
り
て
上
人
の
教
誡
に
随
ハ
ず
と
い
ふ
㕝
な
し
、
ま
た
当
国
に
遊
び
て
遠
近
の
男

女
に
対
し
て
、
凢
入
報
土
の
一
行
を
開
示
し
た
ま
ふ
に
、
愚
癡
闇
鈍
に
し
て
上
人
の
勧
化
に
お
ふ

せ
ず
、
恣
に
獄
苦
の
因
を
結
び
て
未
来
解
脱
の
縁
を
か
ゑ
り
見
ず
、
故
に
上
人
済
度
利
生
の
大
悲

深
ふ
し
て
日
々
説
法
止
事
な
し
、
其
こ
ろ
当
国
小
見
川
の
城
主
粟
飯
原
式
部
太
輔
胤
秀
卿
、
記
主

上
人
の
悲
智
雙
行
良
た
け
て
、
自
行
化
他
の
徳
ふ
か
き
事
を
し
た
ひ
て
時
々
に
浄
土
の
教
法
を
聴

聞
し
、
又
真
宗
一
大
事
の
十
念
血
脈
を
伝
授
し
戒
師
と
仰
ぎ
崇
敬
実
に
他
に
超
た
り
、
ま
た
胤
秀

卿
精
舎
起
立
の
大
願
常
に
ふ
か
く
、
終
に
人
王
八
十
八
後
深
草
の
院
建
長
二
庚
戌
の
星
に
あ
た
り

て
当
寺
を
草
創
し
記
主
上
人
を
開
山
と
仰
ぎ
、
巨
徳
山
光
明
院
浄
福
寺
と
名
け
給
ひ
て
、
上
人
を

当
寺
に
移
し
奉
る
、
然
阿
上
人
当
山
に
居
住
ま
し
〳
〵
て
利
生
方
便
を
思
唯
し
、
教
化
衆
生
の
善

巧
更
に
や
む
こ
と
な
し
、
或
夕
暮
に
上
人
心
を
す
ま
し
て
熟
〳
〵
と
思
念
す
ら
く
、
未
断
凡
夫
の

引
導
、
方
便
に
は
し
か
ず
、
幸
な
る
哉
、
去
ぬ
る
嘉
禎
年
中
に
余
西
海
に
遊
び
て
弁
阿
上
人
の
付

属
を
受
持
し
、
又
は
か
ら
ざ
る
に
恵
心
僧
都
彫
刻
の
十
二
の
菩
薩
面
幷
に
獄
官
・
獄
使
の
鬼
面
求

め
ず
し
て
是
を
得
、
常
に
所
持
す
る
所
也
、
此
宝
面
を
以
て
、
小
分
結
緣
の
衆
生
獄
中
に
し
て
薩

埵
の
応
用
を
被
る
事
を
似
成
し
て
、
顛
倒
迷
妄
の
輩
を
直
入
正
信
な
ら
し
め
ん
と
ほ
つ
し
、
経
論

の
説
に
よ
つ
て
、
在
世
造
悪
の
も
の
、
冥
界
苦
果
の
受
報
、
ま
た
一
念
称
名
の
結
縁
に
よ
つ
て
魔

獄
永
受
の
苦
患
を
抜
済
し
、
安
養
浄
刹
に
引
接
し
給
ふ
あ
り
さ
ま
を
学
び
て
、
則
鬼
来
迎
問
答
踟

供
養
と
名
け
て
、
建
長
四
年
子
の
春
、
上
人
是
を
開
修
し
、
勧
善
懲
悪
の
た
め
に
時
々
に
此
法
要

を
修
し
給
ひ
、
愚
男
愚
女
に
見
せ
し
め
一
念
発
起
の
基
と
し
給
ふ
、
し
か
ふ
し
て
後
、
造
業
の
族

上
人
慈
悲
方
便
の
来
迎
問
答
を
当
山
に
を
い
て
拝
せ
し
よ
り
、
漸
く
捨
悪
修
善
の
信
心
を
萌
す
、

し
か
し
よ
り
男
女
弥
陀
の
悲
願
に
帰
し
て
一
行
三
昧
に
入
る
も
の
許
多
な
り
、
上
人
こ
の
法
要
を

当
山
に
残
し
修
せ
し
め
ん
と
欲
し
給
ひ
て
、
す
な
わ
ち
菩
薩
面
幷
に
鬼
面
問
答
の
規
則
を
当
山
第

二
世
尊
観
上
人
に
授
け
給
ふ
よ
り
以
来
、
当
寺
に
お
ゐ
て
代
々
是
を
相
伝
す
る
の
法
要
な
り
、
し



6/6

特別展「仮面絢爛」釈文集

か
れ
ど
も
後
世
猥
り
に
是
を
修
せ
ざ
れ
三
十
三
の
星
霜
を
お
く
り
て
一
度
動
修
す
べ
き
大
法
也
、

但
し
規
式
の
一
巻
並
に
霊
面
と
も
尋
常
他
見
を
忌
て
ふ
か
く
密
蔵
す
べ
し
、
自
他
の
二
門
に
如
是

の
大
法
あ
る
㕝
な
し
、
当
山
代
々
の
遺
弟
、
可
秘
々
、

此
宝
面
等
を
平
日
に
出
し
、
穢
濁
の
男
女
こ
れ
を
拝
せ
ば
必
荒
雲
風
雨
の
験
あ
り
、
常
日
の

拝
見
を
止
ヨ
、

正
和
五
歲
辰
三
月

浄
福
寺

十
一
世
良
光

跋

鬼
来
迎
問
答
踟
供
養
規
則
の
縁
起
ハ
、
開
山
上
人
伝
来
の
後
、
正
和
五
年
辰
三
月
当
山
十
一
世

良
光
上
人
自
し
た
ゝ
め
給
ふ
の
一
巻
あ
り
て
、
則
寛
政
八
年
当
代
勤
修
の
と
き
も
是
を
用
ゆ
、

し
か
る
に
星
霜
や
ゝ
う
つ
り
標
相
も
損
じ
又
字
も
あ
ざ
や
か
な
ら
ぬ
所
も
あ
れ
ば
、
此
度
野
衲

三
十
三
め
く
り
の
限
年
に
あ
た
り
て
、
こ
の
大
法
会
勧
修
せ
し
報
恩
に
、
新
に
一
巻
を
寄
附
し
、

右
古
縁
起
の
文
を
其
ま
ゝ
に
写
し
認
、
後
世
の
為
に
布
も
の
也
、
も
と
も
古
縁
起
も
修
補
を
く

わ
え
て
宝
庫
に
納
て
什
物
と
す
、
伏
て
願
く
ハ
法
会
結
縁
の
衆
生
と
倶
に
、
浄
業
日
々
に
増
進

し
、
願
王
如
来
の
誓
迎
を
得
て
、
ひ
と
し
く
九
品
の
宝
閣
に
の
ぼ
ら
ん
こ
と
を
云
爾
、

維
時
寬
政
九
年
丁
巳
閏
七
月

総
州
香
取
郡
下
小
堀

浄
福
寺

初
住
第
三
十
九
世

再
任
第
四
十
二
世

明
鏡
營(

印
）

堰
守
弥
陀
本
尊
由
緒
書

86
忝
な
く
も
吾
本
尊
之
由
来
を
尋
ね
奉
つ
る
に
、
吾
祖
先
の
天
斎
成
者
、
堀
籠
村
之
東
北
隅
大
塚
な

る
麓
に
家
内
諸
共
暮
せ
し
時
、
人
皇
六
十
一
代
朱
雀
天
皇
之
御
宇
応
和
元
年
辛
酉
年
、
恵
心
と
云

ふ
尊
き
聖
人
回
行
し
来
り
、
老
夫
之
草
庵
に
一
泊
し
夜
終
談
話
し
て
曰
く
、
伺
い
見
れ
ば
此
家
に

本
尊
な
し
、
吾
拙
な
き
筆
を
以
て
西
方
弥
陀
之
浄
土
と
承
る
、
そ
の
弥
陀
如
来
を
書
写
し
与
ひ
玉

ふ
、
老
翁
阿
羅
有
難
や
と
押
戴
き
、
三
拝
九
拝
し
て
受
玉
ふ
、
そ
の
後
草
木
を
以
て
庵
室
を
拵
へ
、

西
方
に
向
け
如
来
を
安
置
し
玉
ふ
、
夫
よ
り
年
を
経
て
人
皇
六
十
六
代
一
条
天
皇
永
延
二
戊
子
年

三
月
十
日
夜
、
老
夫
に
夢
に
立
た
せ
、
此
夢
に
如
来
之
告
げ
曰
く
、
光
明
輝
き
し
処
、
堀
と
な
し
、

田
圃
開
墾
に
至
ら
ば
諸
人
之
功
徳
末
代
に
至
る
べ
し
と
御
告
げ
有
、
そ
の
後
人
皇
六
十
九
代
後
朱

雀
天
皇
長
徳
元
乙
未
年
八
月
十
五
日
、
長
岡
村
明
神
之
茂
岩
窟
に
当
り
光
明
赫
灼
と
し
て
用
水
路

を
示
し
玉
ふ
、
依
之
御
示
現
の
如
く
村
々
開
発
す
、
又
人
皇
九
十
五
代
花
園
天
皇
文
保
二
戊
午
年

二
月
、
長
岡
村
岩
窟
を
巾
六
尺
弐
間
程
に
堀
開
き
、
夫
よ
り
拾
ヶ
村
用
水
灌
漑
に
便
す
、
是
よ
り

拾
ヶ
村
に
は
水
旱
の
患
な
し
、
故
に
此
弥
陀
を
名
付
け
て
堰
守
之
弥
陀
と
い
ふ
、
依
て
こ
こ
に
是

を
書
残
し
て
後
世
に
つ
と
ふ
也
、
仍
て
如
件
、

元
応
元
年

沙
弥

己
未
正
月
十
五
日

栄
弥
（
印
）


